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自動屈折検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動屈折検査の測定結果が以下の通り 

（写真の方のデータではありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オートレフ」と呼ばれる眼科や眼鏡店での自動屈折検査の測定結果です。 

 

この数値は現在の目のピントの傾向（近視・遠視・乱視の度数）を示しており、視力そのものの数値（1.0 など）

ではありません。 

 

 

📋 測定データの見方と結果の要約 

右目：<R> (Right) 

• S（球面度数）：+0.50 ➔ ごく軽度の遠視傾向があります。 

• C（乱視度数）：-1.75 ➔ 中等度の乱視があります。 

• A（乱視軸）：111 ➔ 乱視の角度（方向）です。 

左目：<L> (Left) 

• S（球面度数）：0.00 〜 +0.25 ➔ 正視（およそニュートラル）またはごくわずかな遠視傾向です。 

• C（乱視度数）：-2.25 ➔ やや強めの乱視があります。 

• A（乱視軸）：85 ➔ 乱視の角度（方向）です。 

 

 

🔍 各項目の詳しい解説 

• S（SPH / 球面度数） 

遠くを見るときに必要な「近視」または「遠視」の度数を表します。 

o 「 ＋（プラス）」：遠視（遠くを見る際にもピント調節が必要な状態） 

o 「 －（マイナス）」：近視（近くにピントが合い、遠くがボヤける状態） 

o あなたの数値は「+0.50」や「0.00」なので、遠視や近視の度合いはほとんどありません。 

• C（CYL / 乱視度数） 

光が 1 点に集まらず、ブレて見えてしまう「乱視」の強さを表します。 

o 数値がマイナスに大きくなるほど乱視が強くなります。 

o -1.75 や -2.25 という数値はしっかりとした乱視がある状態を指しており、文字が二重に

見えたり、夜間に光がにじんで見えたりしやすい傾向があります。 

• A（AXIS / 乱視軸） 

乱視がどの方向に傾いているか（0〜180 度）を示します。 

o 右目の 111 度、左目の 85 度はどちらも「直乱視（縦方向のブレ）」に近い状態です。 

• PS / PD 

瞳孔間距離（左右の黒目の中心間の距離）など、眼鏡作成時の基準となる数値です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


